
(第6表)高 木 層 に 出現 す る頻 度 が 高 い が 、 優 占

す る こ と の少 な い樹 木

(参 考)高 木層優占種からみた北海道の林

◆ ミズナラ ・シラカ ンパ鉢
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A

ウダイカ ンバ

オ ヒ ョウ

ハ リギ リ

オオヤマザクラ

オニグル ミ

ホオノキ

ヤマモ ミジ

アオ ダモ

◆ エ ゾ イ タ ヤ ・ ミズ ナ ラ ・ シナ ノキ ・ケ ヤ マ ハ ンノ キ林

◆ ト ドマ ツ ・エ ゾ マ ツ林

◆ヤチダモ ・ハルニ レ林

◆ダケカンパ林

◆ハンノキ林

◆ケヤマハ ンノキ林

◆ブナ林

◆ エ ゾ イ タ ヤ ・ア カ イ タ ヤ ・ハ ル ニ レ林

*淀=ク ラ ス タ ーへ の 出 現串 が50%以1二 の もの。

◆カツラ林

◆ シ ナ ノ キ ・キ ハ ダ ・ ミズキ 林

◆エゾノバ ッコヤナギ林

◆ ハ リエ ンジ ュ 抹

*注:ク ラスタ。に所属 するスタン ドが

5個 未満の ものは除いた。

∋

A.

並 木 ウ オ ッ チ ン グ

今 、 札 幌 で 一 番 多 い 並 木 は 、 ニ セ ア カ シ アで 、

次 い で ナ ナ カマ ド、 イチ ョウ、 プ ラ タ ナ ス、 シ ダ

レヤ ナギ とい うこ とにな って いて 、 これ らだ け で 、

札 幌 の 並 木 の70%以 上 を 占め て い る。

本 道 全 体 で も地 域 に よ り多 少 の 変 化 は あ るが 、

これ と大 体 似 か よ っ た状 況 であ る。 ちが う と こ ろ

は、 全 体 で は ナナ カマ ドが トップで あ る こ と だ。

5年 ほ ど前 に、 道 民 意 識 の 調 査 の なか で 「身 の

回 りで愛 着 を感 ず る木 」 と して あ げ られ た もの は

ナ ナカマ ドが トップで 、次 いで ア カ シア、 ラ イ ラ ッ

ク、 ポ プ ラで あ った。

村 野 紀 雄

上 位 に あ げ られ た こ れ らの木 は 、 いず れ も明 る

くは なや か な イ メ ー ジを与 え る もので あ る。

しか し、 考 え て み る と、 これ らの 木 は、 確 か に

見る人 に 好 ま れ る 面 は あ るが 、 そ れ よ り、植 え る

側 に 都 合 が よ い か ら植 え られ て き た とい う面 が 大

きい よ うに 思 わ れ る。 意 識 調 査 で は 、 こ うい う も

の ば か りが 身 の 囲 りに あ るか ら選 ば れ た と考 え る

こ とが で き る。

一 般 に 、 街 路 並 木 を 植 え る時 、 そ の 樹 種 を 選 ぶ

観 点 と して は 、 生 長 が 早 く、 形 が よ く、 病 虫 害 に

強 く、 勇 定 に も強 く、 排 気 ガ スな どの 多 い 街 路 条
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件 に耐 え、管理 の しや す い木 とい うこ とに な ろ う。

並 木 興 亡 の歴 史 は 、 この よ うな木 の 選 択 の く り

か え し とい え るが 、実 は 、 狭小 な空 間 、 短 期 の 生

長 期 間 の 中 に樹 木 を お しこ め る歴 史 で あ った と 見

る こ とが で き る。

ウオ ッチ ングを楽 しむ側 か らみ る と、 そ う した 、

狭 小 、速 成 の もの か ら離 れ た 、木 その もの の美 し

さ とい う こ とが 最 も大 き な関 心 事 と な る。

樹木 の 美 しさ、 深 さ は 、木 その もの の 健 康 や 、

あ た り との 調和 、人 為 と 自然 との 一 体 感 の 中 に 見

出 され る。

そ う した 中 で 、 ウ オ ッチ ング を深 め れ ば 深 め る

ほ ど、 現 在 の並 木 に物 足 りな さ を感 じさせ られ て

くる。 ナ ナ カマ ドは美 し くは あ るが 、 これ に代 表

され る現 在 の 並木 の大 半 は 、 あ ま りに こぶ りで あ

る。 きれ い で は あ る が平 板 だ 。小 さ な方 が 狭 い街

路 空間 に合 わせて 植え られ やす いわ けだ 。 そ して 、

一 般 に は
、 街 路樹 、 並木 とは こん な もの だ と思 わ

せ て き たの で は な い か。

しか し、 もう この へ ん で 自然 の 健 康 な 大樹 の並

木 が欲 し くな って くる の で あ る。

と い って、 現 実 の 街 路 が 、 空 間 的 に大 き な 並木

を つ くる に は困 難 な 状 況 が 重 な りあ い す ぎ て い る

の も本 当 だ。大 きい木 に育 て る には 時間 もかか る。

その よ うな現 実 で は あ るけ れ ど も、 そ れ ぞ れ の

町 に1カ 所 だ けで もい い か ら、 樹 種 は 何 で もい い

か ら、無 理 して で も大 木 とな る並 木 を つ く った ら

ど うか。 無 理 して とい って も、 空 間 と、 時 間 とて

ま を 与 え れ ば で き な い こ とは な い の だ 。50年100

饗臨 ポ
・ ,熟

興 二こぶ ・磁,寸㌔'.

蜷
隈

モ ミ ジバ ス ズ カ ケ の 並 木(ロ ン ドン ・ハ イ ドパ ー ク)

ヨ ー ロ ッ パ ニ レの 並 木(ア ム ス テ ル ダ ム 駅 前)

年 先 に は こ うな るん だ と い う方 針 を しっか り も っ

て 、生 長 を次 代 に どん どん つ な いで い けば い い 。

さ て 、今 、世 界 で 、 街 路 樹 と して 使 わ れ て い る

木 は、 お よ そ500種 、 日本 で は130種 ほ ど と い わ

れ て い る が 、実 際 に は、 どの 都 市 で も10～20種 程

度 で そ の 大部 分 が 占め られ て い る。

実 際 の と ころ 、街 路 樹 と して使 え る樹 種 は 、求

め られ る条 件 が 厳 しい こ とか らあ ま り多 くな い の

で あ る。

その う ちで も、 よ く使 わ れ て い るの が 、 リンデ

ン、 マ ロ ニ エ、 エル ム、 プ ラ タ ナ スの4種 で 、 こ

れ らは、 世 界 の 四 大 並 木 樹 種 と いわ れ て い る。

ち な み に 、 リ ンデ ンと は シ ナ ノ キ類 、 マ ロ ニエ

とは トチ ノキ類 、 エル ム と は ニ レ類 、 プ ラタ ナ ス

は スズ カ ケ ノキ類 の こ と で 、 いず れ も巨木 と な る

樹 種 で あ る。

ヨー ロ ッパ に お け る こ れ らの 大樹 の 並木 道 を歩

くと何 と もい い あ らわ せ な い 充 実 感 、 壮快 感 に と

らわ れ る。 一 方 、 本 道 に お け る これ らの樹 種 を含

む 多 くの 並 木 を 見 る と、 大 樹 とな るべ き もの も小

樹 の ま ま に お しっ め て い る こ とが 多 い 。

(内 外 の 並 木 ス ライ ド映 写 、 説 明 省 略)
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